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史
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蒸
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る
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擧
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所
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國
資
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所
有
に
係
る
も
の
を
失
へ
る
ご
等
し
ぐ
、他
の
國
家

も

.

亦
同

1

の
理
由
に
因
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か
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て：其

.

t

.度

取

得
 

し
た
る
も
の
を
喪
失
す
可
き
な
ぐ

.
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答
へ
，%

る
を
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書
承
十
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失
を
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く
る
場
合
に
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生
じ
得
可
き
國
家
の
利
盤

‘

に
し
て
、例
之
、東
印
度
會
社
は
，年
々
東

'
.

印

度

に

.
十

离
 

硫
を
輸
送
し
之
に
對
し

m

十
萬
硫
を
國

e

に
輸
入
す
る
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故
に
、國
家
の
當
は
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に
於
て
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借
す
る

i

明
か
な
る
も
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該
賈
易
の
局
に
：當
れ
る
同
會
社
は
.印
度
物
産
購
入
の
爲
め
に
少
な
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も
五
离
瑪
を
投
入
す
る
の
外
、船
賞
、保
臉
料
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外
に
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け
る
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內
に
於
け
る
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損
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く
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る
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合
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國
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の
み
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す
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も
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關
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入
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な
る
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潤
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す
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條
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に
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可
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常
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實
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自
國
貨
彼
の
名
偵
を
變
更
し
、量
目
を
購
殺
し
又
は
品
位
の
下
落
を
，行
ふ
も
是
に
由

-=
N

て
國 

內
の
金
叙
を
墙
加
し
若
し
く
は
其
输
出
を

a

W

し
得
る
も
の
に
非
ら
す
。抑
も

®

常
は
®
に

】 

國
內
に
於
け
る
お
ら
ゆ
る
他
の
資
財
に
對
す
る
，尺
度
た
る
の
み
な
ら
や
、又
以
て
吾
が
對
外
資 

思
の
師
量
た
り
。さ
れ
ぱ

.

之
が
厳
正
不
變
を
確
保
し
、其
變
に
必
然
隨

#

す
可
き
詣
般
の
：服
佩 

を
避
ぐ
可
き
ふ
當
然
な

☆
◊先

，：

づ
國
内
に
就
き
て
觀
る
に
共
通
の
尺
度
，變
更
し
た
る
が
爲
，め
に

. 

,

^

.

6

ゆ
る
價
格
化
變
動

：
，
.

^

生 
'

じ̂
$

^

:

な
，か

ら

ざ

る

困
惱
：ビ
損
#

ダ
を
：1.

部
の
人
出
に
.加
ふ
可
し

。

. 

然
れ
と
も
货
僻
を
估
料
す
る
は
其
實
價
に
依
る
も
の
に
し
ゼ
名
惯
に
非
ら
す
、纏
て

‘

1

齋
の
僧

银
九
愈

(
U
1

九
七)

論

魏

ト

ス

-マ
ン
と
かの時代

 

，龄千
ニ
眺

 

六
！

•
f
.
.

.....
 
iLthfr' 

.

.
h
l
i
\
:

\I



激
九
雜

(
一

三
九
八

)

餘

-

M

ト
i

スタマンと

H

め"̂‘け

 

離
-

H
1
W

 

'
六ニ

格
®
!

新
た
な
る
準
繩
れ
順

‘

應
し
て
、圓
も
な

 

<

:

牛
靜
を
得
る
に
至
る
，

|

5

^

じ
*
^

國
王
は
.貨幣
の
聪
下 

轉
跋
に
由
り
て
？
造
敝
厨
に

‘： 1
.
:

時
の
.

利
释
を
齋
す
可
し
、

/

し
雖
も
、旋
て
其
歲
入
は
織
て
又
.實
償 

下
落
せ
る
.貨
幣
に
彼
も
て
納
付
せ
ぶ
る

 

>

 

が
故

y

、忽
ち

^
0
0
は

消
減
す
る
に

J
J
H

る
可
，

之
、國
家
全
般
の

•

損
寒
は
：
®

主
' 

の
，，
利

®

,

な
ク

ご
云
ふ
こ

V
J
.
.
.

能
は
す
、國

S

の
.

利
i

が
蕃
R

.

1
^
,

實
を
；
 

鎭
造
す
可
き
現
金
の
，高

k

坐
す
る
，に
.

止
ま
れ
る
興
間
に
國
民
の
财
鹿
は
：總

其

比

に

0
0 

を
受
け
ざ
る
を
得

.

す
-

英
國
內
に
於
け
る

.

現
金
の
總
額
は
僅

々

I
.

 

W

簾
硫
與
に
過
ぎ
カ
然
る
に 

‘

货
幣
に

由
-
®
'

て
ま
タ
れ
れ
る
他
の
財
産

Q

高
は
.

織

f
s
i

萬
の
E

額
に
'

#

.

る
可
し
。吾

ん

は
-
#
ホ
映 

的
少
額
の
货
他
が
各
人
の

1

^

^

に
其
適
當
な
る
割
ダ
に
；於

て
：：
I
2
W

分
配
せ
ら
れ
、寒
長
の
媒
介
な 

る
職
能
を
掌

"

^

ウ
、
わ
る
を
忘
キ
可

&

す
成
；ほ

爽

國

货

終

の

大

部

分

，は

旣

に
.

磨
減
し
て
量

0

 

满
少
し
居
る
を
以
て
之
を
改
鶴

.

す
る
も
造
播
屈
は
殆
と
何
等
の
利
猛
，を
も
有
す
る
こ

y
j

な

か
 

る
可
く
、而
し
て

E

贷
に
對
す
る
利

®

は
拔
0

1

な
き
隣
邦
外
人
を
し
て
其
大
部
分
を
喻
送
し

.
£

.

 

も
に
之

•

に
代
へ
，て
新
货
を
政
さ
し
む
る
こ
爲
る
可
ぐ
、內
國
人
中
に
も
道
ぱ
の
利

M

の
爲
，
 

め
.
.

に
.， ..

或
.
.
.
.は
.
.

货
他
の
秘
造
を
ひ

‘

或
'

は
，其
輸

'
'

出
を
爲
す
ポ
を
生
す
可
き
こ
ご
綴
ふ

.

.

可
ぐ

も

..あ
A

b
 

や
斯
く
て
腐

0
.
0
,
ま
は
此
郁
の
改
鶴

.

に
因
ヶ
て
殆
と
得
る
所
も
ら
ざ
る
可
，し
，人

.

或
は
最

‘

近
吾
.

I成

:

が
金
贷

'

の
.

名
便
を
哲
分

.

の
’

十
だ
‘
.

け
陛
高

‘

せ
，し
め
れ
る
が
爲

.

.

か
，に
，著

し

く

吾

れ

造

.，醉#
 

R

 

M

r
 

J

 

货
.

低
を
.

映
收
し
‘得
た

f
9

瞪

左

を

拿

げ
7

W

齊

人
，に
迫
'

る
こ
.V

J

わ
る
可
し
ビ
雖
も
、然
も
吾
人
が

S

 

く
の
如
ぐ
し
て
吸
收
し
得
た
る
金
は
同
時
に
又
未
‘だ

磨

‘
，減
す
る
こ

V
J

な
く
 

f

i

 O
H

豊
か
な
る
娘

. 

.

貨
を
驅
逐
し
た
る
，の
事
實
る
，

を
： #

る
可
.

次
に
.

：

1
.

國
.

，
.

の
，
#

^

^

息

の

法

則

，
を

破

：
葉

.

す
る
に
' 

至
‘

る
.

可
し
、而

ル

て

若

し

外

國

：
の

君

，
主

'

が
摩
ち
に
：之
に
比
例
し
て
其 

貨
群
を

變
，

1
^
:

せ

ぱ

何

等

の

效

架

.
^
な
か
‘：る
.

可
く
、若

し

：又.
彼

等

が

，吾
：

做
.

ふ

こ

す

な

：し
.'ご
す

る
. 

も

吾
が
货
#
の
實
價
下
落
せ
る
を
知
れ
る
外

P
.

商
.

人
.

が
•

其
商
品
に

.
0

ギ

か
；價
，格

亦

乏

に

準

じ 

T

騰

貴

す
.

る

ま

で

之

を

保

，留
し'
又
は
外
國
食

#

の
價
格
吾
が
.

货
够
R

比
例
し
て
，昇
騰
せ

.

サ
ぱ
畢
竟
其
效
な
き
に
終

る
：
.可
し
。然

.

る
に
論
者
尙
は
夢
が
货

.

豁
の
：名
價
，
.

を
陛
高
せ
し
め
、
然
も
，，
 

ヶ

國

に

し

て

，
之

R

 

.做

.

ふ

こ

，
を

な

し

.

ご
せ
ぱ
地
金

.

及
び
：外
國
鎮
货

，の

輸
入
を
'

播

加

せ

，
し

め

.

.
得

可
：
 

し
ど
主
張
せ
ん
か
、な
れ

A
J
,

も
®

般
の
输
入
は
單

’

に
邮
じ
商
品
：を

.

輸

出

し

た

，
^

商

人

又

ゆ

齋

が
 

商
品
を

®

入
せ
ん
す
る
も
：の
に
由
も
て
行
は
れ
ざ
る
を
得

^
^
0. 
b

 

0 
0

.
 

®

 

^

名

®

‘高
き
吾
が
货

®
を

.以
て
言
丧
さ
れ
た

.る
地
金
及
び
外
國
錯
货

0
價
、從
前
に
比
し
て
大
な

' 

<
ビ̂
す
る
も
吾
が
货
够
の
實
僧
低
く
之
に
準
じ
て
彼
等

.の

f
f
i帰
騰
し
た
る
も
の
な
る
に
'於
て

铅
九
愈

n

三
九
九

)

‘ 

^

眺

ド

i

ス
4
ン
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時
代
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,
第九

‘卷
(

5

0

2
論

賊

' 

ト--

アス
f

v
と
其
の
時
化

 

鎮
ナ11 

職

 

§

は
香
に
於
て
何
等
利
す
る
所
非
ざ
る

.

な
-0

.。

{

同
書
七
十

I

A

§
。

,
.
.
.
: 

. 

■ 

- 

.

.

.
シ.
.
.
.
.
.

プ.
.
.
メ
ィ.い
- 

.

聰
慧
な
る
商
人
は
自

，他
'
-

の
‘

货
條
に
：就

.

き
.

.

て

S

え
す
周
到

.

な
る
注
，意を

.

以
ハ
て
等
，價

の

研

究

を 

怠
ら
す
。而
し
て
彼
等
が
對
價

‘ V
J

し
て
牧
受
す
可
き
國
産
を
有
せ
ざ
る
地
方
に
吾
が
货
物
を
输 

出
し
れ
る
時
は
己
む
な
く
現
金
を
受
理

.

し
、更
に
之
，̂

以
て
第

m

國
‘：に
於
て
其
所
要
の
货
物
を 

購
入
す
る
か

®

し
く
は
國
內
に
於
て

.

外
國
貨
彼
が
自
國
の
本
位
に
相
當
す
る
慣
値

k

比
し
高 

率
を
以
て
流
通
す
る
を
許
容
せ
ら
る

y
場
合
に

.

は
之

：

を
m

金
.の
ま
 

>

.

國
内
に
輸
入
す
可
し
。然 

れ
ぱ

一

见
此
糧
の
施
設
；

^

由
み
て
國
家
は
多
量
の

M

货
を
映
サ
し
得
可
き
が
如
き
も
览

f

諸 

般
，の
事
情
を
綜
合
し

t

考
.

ふ
る
に

.
"

第

一
此
種
の

‘

施
'

設

は

國

、
際

：
間

：
の
：
ま

®

♦

無
腐
し
、之
が
處
め 

に
外
國
君
主
を
し
て
同

.一

の
手
段
に
出
で
し

め
、
或
は
-却

0

て吾一を

-

害

す

：，る

め

擧

出

.づ
る
こ 

ビ
な
し

V

云
ふ
.

可
&

す
、第

n

に
斯
く
の
如
き
手
段
を
採
る

.

時
は

1

國
の
當
は
虛
®
の
尺
皮
に 

由
，&
.

て
流
動
す
る
が
，故

.

.

^

.

公
，正

分

：配
：せ
ら
る

-

>

 

を
得
中
、第

W

若
V

彼
.

我
货
微
の
差

#

僅
；少 

な
"

る
時
は
商
人

.

は
货
锻
ょ
力

' 

も
寧
ろ
商
品

> 

を
輸
入
す
る
を
以
て
別
释
ご
篇
す
可
ぐ

‘

、激
し
又

0 

释

大

な

V
J

せ
ぱ
找
が
本
位
货
膝
は
悉

 

<

 

國
‘

外
驅
遂
せ
ら
る

y
?

に
至
る
可
く
、結
局
何
等
の 

效
果
を
，も
見
る
こ

5̂
'
:

な
，か
.

る
，可し

(

同
霞
七
十
九

.

1

八
十
こ
寅

)

。

/

外
國
.

人
を
し

V

 

‘

其
商
品
を
以
，，て
吾
が
货
物
の
購
入
を
则
制
せ
し
む
る
條
例
も
沛
否
が
金
銀 

を
壞
加
す
る
と
能
は
ざ
る
の
み

.

か
之
を
保
留
す
る
の
效
娘
さ

へ
な
き
.も
の
な
外
國
贸
易
利 

用

め

、途

：
は

：
み

ら

ゆ

る

®

民

に

於

て

異

な
る

£
な

し
。然
.

れ

ぱ

吾

人

が

，®

が

國

廣

を

以

て

外

國

商 

品
に

對

.す

.る
欲
望
に
供

.へ
、
併
せ
て
吾
が
金
銀
を
豊
富
な
ら
し
め
ん
が
爲
れ
；に
資
.為
を
遂
行
す 

る
其
有
樣

.

.

を
，觀

▲

.

時
は
、吾

人

，は

直

ち

に.
又
.

外
.

人
の
行
ふ
所
の
も
の
を

.

推
知
す
る
を
得
可
し
。而 

し
て
そ
は
總
て
恶
人
自
身
の
便
宜

.

及
び
*

!

^

地
方
の
事
情
に

.

因
6

て
相
越
な
れ
る
交
易
の
方 

法
に
.

依
ク
.

て
れ
は
れ
ざ
，る
を
得
す
、例
へ
ぱ
或
る
國
に

'

對
し
て
は
吾
人
は
：.吾
が
貨
物
を
賣
り
て 

彼
等
の
商
品
裁
レ
ぐ
は

1

部
分
.

之
を
货
他
に
て
収
得
し

'

他
の
國
に
於
，て
は
吾
が
所
.要
の
货
物 

存
せ
ざ
る
が
爲
め
に
彼
等

'

の
货
郁
を
受
理
し
、又
或
る
地
方
，に
て
は
吾
人
の
み
獨
タ
彼
等
の
商 

品
を
要
求

し

て
I

彼
#

は，吾

人
の
，货
物
を
必
要
と
せ

ざ

る

が
故
に
吾
人
は
吾
人
が

他
の
國
々
に 

於
て
得
ね
る
貨
僻
を
其
對
價
と
し
て
彼
等
に
家
#
す
る
が
如
き
即
ち

是
れ
な

-
ô
。斯

ぐ
て
S

に 

其

所
要
を
融
通
供
給
し
以

v̂
.

•

賀
身
の

.

渾

1,

體
を
完
成
す

る
な
-
然
る

に
.

若
し
.

此
麟
全
：

な
る

.
調 

1
?̂
,

が
國
內
に
が

' 

け
，る
' 

僚

赞

、
國

ル

，
に

‘
於

け
'
 

.る

.
暴
.得

S

外
に
於
け
る

W

課
及
び
拘
東
等
の

5?

瓜
に 

因
ら
て
惱
亂
せ
ら
る
る
時
は

資
易
全

體
の
媒

弊
ご
翁
ら
ざ
る

.を
得
す
，

今資對

す
る
狗
张

0

^

0
 

〈
一.

S
I
.
O
/
1
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)
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六六

の
み
に
就
タ
て
稽
ふ
る
所

.0

•
ら
ん
に
、瓶
ル

.，料

.海
、，ル

'
^
,
か
-
報
郁

ir
g

r
ir

i^
r

ir
lg

^
s

r

巧
を

s
;
.
3

.

に
外
人
に

.

對
す
る
內
國
货
物
牌
入
條
例
ゆ
®
に
货 

.

彼
.

の
み
な
ら
す
揉
殺
キ
形
⑨

.

使
，用
を
も
制
禁
す
る

‘

も
の
に
し
て
，ポ
か
に
贸
爲
の
法
則

.

を
/

養
’ 

％ 

す
る
も
の

.

O
^
J
i
i

は
ざ
る
を
，得す
。斯
く
て
之
が
爲
め
に
先
づ
第

1

に
吾
人
ギ
貿
易

i

一
の
關
J

.密 

接
な
る
赌
國

k

於
て
.

吾
人
.

；
對
じ
て
同
：
.

1
:
.

の
法
规
を
制
定
す
る
こ
ビ
な
し
ビ
云

‘

ふ
可
V

&

'

す
、嚴 

し
て

然
&

ぱ
吾
人
は
國

f

t

に
金
銀
を
輸
入
す
る
の

&

由
を
剝
蔣
せ
ら

.

れ
、併
せ
て
吾
が
商
品
の 

版
.

路
を
减
縮
せ
ら
れ
、資
思
、
.

財
貨
俱
に
.

则
落
す
る
，に
至
る
冗
レ
。第
ニ
に
同
條
例
は
外
人
に
對
し 

て
吾
が
商
品
の
輸
出
を
强
制
す
る
が
故
、國
ほ
は

.

其
輸
出
業

'
.

務
，を
.

奪
：は
れ
、商
人
：海

員

及

び

船 

舶
業
者
に
損
害
を
加
ふ
る

.

の
.

み
な
.

ら
や
、菩

.

が
货
物
を
國
に

.

於
.

て
外
國

.

人
'

に

資

渡

'す

時

は

彼 

等

の

國：
s

k

於
t

之
，を
.

賣
.

却

，す

る

ょ

り

も

遙

，に

低

廉

な

る

：便

格
.

を
®
.ち
得
る
に
過
ぎ
す
し
て 

國
家
の
損
央
ヒ
爲

k
?

 %

 

第
二

i

に
輸
入

超
.
.

過
の
際
.

ざ
：^
.

吾

が

赏

然

，輸
送

.

せ
ら
れ
ざ
.る 

を
得
す
、假
<̂.外
人
の
を
縛
し
て
之
を
許
さ
す
ご
す
る

も

、

内
國
人
を
拘
束
せ
す
ん
文
®
班
外 

人
の
行
ひ
れ
る

.

.

所
の
も
の

‘

を
内
國
人

a

ら
同

】

の
理
ぬ
，同

I

の
利
盤
に
因

-C
V

て
行
ふ
可
し

0

唆 

後
に
內
外
人
共
に
貨

.僻
を
輸
送
す
る
を
禁

t

i

の
.條
例
を
發
布

‘せ
ぱ
吾
が
货
胳
を
域
庫
に
：保

齋
し
将
可
し
ご
說
く
者
あ
，

.

^

に
至
つ
て
は
、是
れ
盤
じ
癖
患
ょ
り
も
更
に

S

ふ
可
き
の
沿
療
法 

R

し
ス
吾
が
贸
ね
は
ネ

^

ぐ
破
壊

‘

せ
ら
れ
、國
旗
の
收
入
國
家
の

.利
#
:

營
俱
に
减
退
す
る
に
亜
る 

，ト
.

し
論
者
猶
日

.

は
ん
-條

^

 

0

如
す
る

I
H
i
:

は
0
內
，に：輸

.
'

入
.

せ
ら
れ
/:た

4

お
4

:

ゆ
る
' 

外
國
商
&
を 

以
て
吾
が
：，货
物
；に
使
用
し
、是
に
由

&

ャ
吾
が
；貨
僧
を
國
內
に
谓
め
、吾
が
商
品
.を
多
量
に
输 

レ
現
金
を
以
：て
其

.

對
價
を
牧
受
せ
ん
ご
す
る
に
在

/0

ご
。然
お
ご
雖
も
張
し

て

外
國
民
よ
し
て 

吾
人
が
彼
等
：の
货
物
を
消
費
す
る
以
上
に
吾
が
貨
物
を
購
入
す
な
：も
の
，ざ
せ
ば
.
列
の
適 

な
ぐ
ど
も
其
差
額
は
必
然
金
銀
を

‘

以
て
支
挪
は
れ
ざ
る
を
得
す
。暴
竟
該
條
例
は
有
養
無
益
の

‘ 

も
の
.

た

ら
ざ
る
を
得

t

其
他
之
に
類
似
せ
る
拘
来
は

.

典

M
相
を
究
む

^

 

^

及
ん
で
は
.多
く
皆 

此
類
の
も

.

の
た
る

.

に
週
ぎ

'

ざ
る
な

5

.两
嘗
八
十
ニ
リ
九
十
寅

)

。

，

‘ 

.

で
.

糧
食
及
び
跟
雪
品
を
输

.

出
す
る
商
人
に
其
對
俾
の
全

.

部
若
し
く
は

-

部
を
食

#

に

P
-

唐
す 

巧
き

こ
ビ

を
命
す

る
も
是
に
由
た

て
吾
が

金
銀
を

潜
加
す

る
こ

ざ
な

か
4

可
し
。同
ょ

.C
S

是
等 

め
貴
重
品
を
外
國

.

に
輸
送
す

.

.

ネ
時
は
爾
條

：：

の
商
品

R

對
じ
て
は

嚴
重

に
：m

貴
：.
の
輸
出
お
禁
止

，

. 

せ
る
詣
國
も
好

•

ん
で
之
を
交
时
す
，る

に
禱

躇
せ

ざ
る

可
し

V
J

雖
，
も

•
斯

く

し

て
牧
变
し

W

す

た

る. 

货

他

は' 

1

般

贸

に

し

て

⑩

じ

順

な

る

R

非

ざ
れ

ぱ

之

を

國

.， 2
^

 

保
®

す
る
こ

V
J

僻

は

や

、
然

站
九
お

(
l
s
o
;
e

骑

0

ト
，

マ
ス
。
マ
r

典
の
ゆ
代
 

さ

こ

號

六
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-
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u
p
s
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购

.魏
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ト|
:

^

1

1之
>

と其
0

時代
：
-

で 

，
第
十

H

辟
.

V

六
八

し
て
資
易
の
差
額
は
諸
般
の
拘
束
は
因

-

c

^

て
減
少
せ
ら
る
可
ぐ
、斯
く
て
？

K

吾
が
金
銀
の
揖
加 

れ斌應するものなるを知る可らす

(

同
書
九
十

I

三
頁
で

^

爲
替
手
形
に
由
を
て
當
地

‘

若
か
く
は
海
外
に
於
て
授
受
せ
ら
る
可
き
吾
が
货
將
を
低
く
評
.：
 

價
す
る
の

1

事
は
論
者
の
主
張
す
る
が
如
く
吾
が
金
銀
を
減
少
す
る
の
作
用
を
爲
す
も
の
‘に
 

わ
ら
す
。抑
も
乎

®

を
以
て
行
は
る
る
商
業
爲
替
は
是
に
由
-
^
て

一

國
に
於
て
货
膝
を
有
す
る 

者
が
約
定
せ
ら
れ
た
る

‘

1

定
の
時
斯
及
ぴ
相
場
に
於
て
他
國
に
於
て
之
を
^̂取
る
が
爲
め
に 

該
金
額
を
交
付
す
る
を
得

M

權
者
及
び
債
路
者
は
國
際
間
に
ぜ
货
の
輸
送
を
爲
す
こ
ど
な
く 

し
て
決
濟
を
行
ひ
得
可
き
手
段
な
這
般
の
爲
替
は
各

.

人
間
に
於
て
各
货
赂
の
量
目
.及
び
品 

位
に
 

'

從
ひ
其
等
價
に
て
約
足
せ
ら
る
可
き
も
の
に
わ
ら
や
。即
ち
先
づ
其
ま
條
を
交
付
す
る
卷 

は
債
務
の
：危
臉
及
び
支
拂
の
湖
間
を
願
慮
せ
ざ
る
可
ら

す

、然
る
に
篇
替
に
由
る
货
條
の
價

f

i
 

を
或
は
低
く
或
は
高
く
評
價
せ
し
む
る
原
因
は
爲
眷

の
，取
組
ま
る
る
地
方
に
於
け
る
货
辟
の 

梦

あ

る

な

-
C
V。

例
之
、

.

A
m
s
t
e
r
d
a
m

 

.に
對
し
て
交
付
す
可
き
金
額
大
な
る
時
は
吾
が
货
他
は
低

く
評
價
せ
ら
れ
之
に
反
し
同
他
に
向
つ
.て
引
渡
さ
る
可
き
金
額
少
な
き
時
は
吾
が
货
將
は
高 

く
評
價

せ

ら

る

る

な
而
じ

-
V
-

這
個
篇

0
.
0
格
，
を

上

下

せ
し
む

る
.

貨
條

，.の

多
®

は
，
又

賞
に
S

易
の
順

.

逆
に
®

も
て
紫
ま
る
な

&

。猶
ほ
此
間
の

•

事
情
.を
明
か
に
せ
ん
ズ
ぱ
賀
具
の
平
衡
に 

r

般
及
び
待
殊
み
差
遠
，ね
る
を
，注
養
せ
ざ
る
：可

.

ら

ホ

。
前

：
者

ほ

吾

：
人

：
が

途

艰

說

：

明
.

し

：
来-C

S

し
♦

 

如
く
菩
が
何
年
の
賀

.
2
^

總
額
を
線

<
n

し
す
計
填
せ
‘る
も
の
に
し
て
後
器
は
各
國
に
對
す
る
吾 

が
賀
易
を
各
別

.

に
考
量
し
た
る
も
の
な
じ
。縦
分
找

.

が

】

般
.，
货
易
は
輸
出
趙
週
に
し
て
其
差
額 

は
.

金
銀
を
以
て
支
卿
は
る
、
も
或
る
特
殊
の
國
家
例
へ
ぱ
和
蘭
に
對
す
る
賈
易
に
し
て
反
對 

の
作
川
を
お
す
時
は
該
國
の
商
人
は
管
に

相
，S

間
の
評

'

算
を
決

.

濟
す
る
：が
：.释
め
に
吾
が
企
餅 

を
輸
送
す
る
の
み
な
ら
す
、斯
ぐ
て
又
爲
替

に
.
由
.

て
引
渡
..，さ
る
可
き
货
赂
此
地
に
多
き
を
以 

て
之
を
要
す
る

人
々

の
間
に
低
く

評
價
せ
ら
る
 

> 

こ
.W

一
 

>

 

'爲
.

る
な

-̂
。然

る

に
論

滿
は
爲
替
に 

由

，♦

て

吾

が

货

幣

を

低
く

評

價

す

る

の
‘ 

I
.

事

は

即

も
'

之

：
を

；
國

外

‘

に

逸

出

せ

：
し
む

る

所

以.
な

' 

A

 

ご

主
張
す
ご
雖
も

.然

も
吾

が
金
靓
を
逸
出

觉
し
ひ

る
は
吾
が
贸
易
の
平
衡
を
失
：せ
る
が
游
め 

に
し
て
爲
截
上

に
於
け
る
吾

が
瑪
粮

の
低
き

評
價
に

起
因

サ
る
に
非
中
。

而
し
て

或
る
，

T

國

i
i
’ 

對
す
る
輸
入
が
輸
出
に
想
過

#

る
場

<
n

に' 
は
縱
命
全
然
爲
截
を
許
竊
せ
ざ
る
も
僻
は
其
差
額 

1

货
の
，形
態
に

.

.

於
：で

捧

失

す

る

を

免.
一
ル
まI

な
も
加
之
歡
替
に
於

T

齋
：が
货
膨
を
低

 

評 

價
す
る
時
は
等
價
を
以
て

.

決
濟
を

.

行
ふ
ょ
シ

&

比
較
的
小
額
の
货

.

幣
の
，輸
出

.

^

以
.

て
足
を
が

^
^

.

.

鎮九
'

餘

(
m
o
.

五
.

)

-

.

.

.

.識

.
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1\s

•
然

九

卷(
m
o

六y, 

'

論、
耽ト

I
マ
ス
マ
ン
と
其
め
啡
代

 

.
雄
十
二
娜

 

お
0

故
に
、
外
國
人
に
働
し
で
は
損
失
な
る

も

吾
に
取

&

て
は
利
猛
れ
り
。今

^

し
吾
が
ハ
商
人
：が.
和

0 

.

商

人

め

；輸
入
、
'
:

せ
.

る
.
‘

)
J

间

4
r
,

價
値
の

-
.

商
.
.
.
.品
を
輸

'

出
し
た
る
に
拘

&

す
、尙

ほ

和

蘭

商

'人

は

其

更

宜 

ざ

利
猛
ビ
の

®

め
に
線
替
に
依
キ
て
全
部
の
決
濟
を
行
ふ
を
欲
せ
ま
其

1

部
は
之
.
现
金
に 

て
授
W

:

乂
せ

ん
>
」
1
5
^

む
る
こ
す
あ
る
可
き
も
、吾
が
賈
易
の
平
衡
内
に
於
て

.

は
-

五n.

人

の

.手

ょ

ネ

逸 

出
し
た
る
货
將
は
旋
又
菩
人
の
平
に
歸
來
す
可
き
な

.
ô
。

眞

に

吾

人

が

吾

が

：：货
：幣

を

喪

，朱
す 

る
は
吾
が

.！

般
贸
易
に
於
ヤ
輸
入
起
過
を
見
た

.

る
，揚
合

‘

の
外

P

る
こ

V

な
、し。か
の

，

G
e
r
a
r
d

 

M
a
l
y
n
e
s

の
請
書
に
表
れ
た
び
所
說
の
如
き
因
果
の
關
係
を
顧
倒
し
た
る
も
の

.

.

に
し
て
有

#

 

^

 

效
の
も
の
ビ
斷
す

.

る
を
'

得
可
し

(

同
書
九
十

r

a
 
I

百
.
9

啤
貪

)

。.，：
V
. 

.

論
き
或
は
毫
も
商
品
の
贸

.

易
を
行

.

ふ
こ
を
な
ぐ
、單
に

.

爲
眷
上
の
差
益

'

.

^

.

收
.

む
る
を
目
的

W
.

 

す
る
純
然
た
る
健
播
業
者

；
！
^

 e

 

-
C
V

て
國
際
間
：に
授
变
せ
ら
る

y 
®

郁
は
吾
が
外
國
資

.

#

の
差
；
 

額
中
に
包

4
：
!

せ
し
め
ら
る
可
き
も
の

；
^

 

#

:

中
ご
辦
す
る

K

然
i

彼
等
が
，
癒

送

す

る

货

飛

は

；ゆ 

然

商
人

.に

ホ
-

^

て

1
$
!

が
國
內
.

輸
入
せ
ら
れ
た
る

商
品
ょ

☆
生
じ
た
る

も
の
ね
ざ
る
を
得 

す
、
從
ウ
て
等
し
く
菩
が
贸
易
の
差
額
中
に
入
る
可
き
も
の
；

5
^

し
，
て
商
人

自
ら
輸
入
超
過
の

結 

果
‘

吾
が
.货
他
の

低
く

評

f
f
iせ
ら
る

〜

場
合
に

之
を
输
出

す

る

同
‘
！，の
，
結
娘
を
生
や
可

し
"之

に
反
し
彼
等
が
國

f

t
に
货
僻
を
輸
入
す
る
場
合
に
は
商
人
自
身
が
輸
出
想
過
の
際
に
當
然
行

は
ざ
る
を
得
ざ
る
高
以
上
に
出
づ
る
こ
ご
な
か
る
可
じ
喊
だ
规
多
の
商
人
は
斯
く
の
如
き
場

. 

‘

金

に
B

法
を
姐
し
て
現
金
の
輸
送
を
行
ふ
ネ
も
寧
ろ

®

先
を
サ
ん
じ

.

て
爲
，替

上

の

支

挪

を 

行
ふ
の
手
段
を
選
ぶ
可
き
も
、彼
等
篇
截
業
激
は
利
盤
の
爲

：

&
に
彼
等
に
代
か
て
敢
然
之
を
行 

ふ
の
相
織
わ
る
の
み

(

同
®

百
。
五

七

：真

)

。

取
ぐ
論
じ
去
ゥ
論
じ
來
ゎ
た
る

M
u
n

は
更
に
，か
の

M
a
l
y
n
e
s

が
前
®

,

L
e
x

 

M
e
r
c
a
t
o
r
l
a

の
四
W

 

0

九
買
以
下
及
び

T
h
e

 

m
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e

 

o

f
 f

^
e
e
v
t
r
a
d
e

 

:

の
十
六

H

以
卞
に
於
て
列

： g

し
ぢ
る
！ 

M 

M 

者

ガ

び

サ

替

業

者

力

贷

替

の

使

用

及

，び

：

效
'
.

力

に因
： .
-
C
V
'

て
符
：
ふ
.r

®

奇

ホ

可

き

事

，實j:
"
.
a
c
i
m
i
r
a
b
l
e

 

f
e
a
t
s

に

1

々

批

評

を
試
み

自

說

を

確

保

す
.

を

の
'

用
.

に
-

供
，
し
.

た
.
i

同
®
 
f

H
 

0

八
I
 
r
a

十

r
l

B

。英 

ロ
ホ
に
於
w

る

を

以

て

N
a
p
o
l
i

に

於

け

，る.
A
n
t
o
n
i
o

 

: 

S
e
n
a

に
比
じ
得
可
ん
ぱ
、前
き
の 

E
n
g
l
a
n
d

 

S

 

i
r
e
a
s
u
r
e

 

F
o
r
r
a
i
g
n

 

T
r
a
d
e

 

は
當
：に
梭
者

.

の
' 

B

すev
e
.
.
T
m
t
t
a
t
o

 

d
e
l
l
e

 

c
a
u

ぜ
：c

h
e

 

p
o
s
s
o
n
o

 

f
a
r

 

a
b
Q
s
d
a
r
e

 

j
.
i

 

r
e
g
n
i

 

<
i
o
r
o

 

e

 

d
)
a
r
g
e
n
t
<
p
l

 

d
o
v
e

 

n
o
n

 

s
o
n
o

 

m
i
n
i
e
r

ひ 

c
o
n
‘
a
p
p
H
c
a
z
i
o
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節
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収
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す
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然
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.
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.
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D
a
v
i
d

 

S

.

が
貯
蔵
し

.

.

た
る
早
簾
'の
財
貨 

も
其
子

S
o
l
o
m
o
n

の
懷
な
き
榮
華
ご
激
樂
ざ
に
迹
も
な
ぐ
消
え
去
ム
て
僅
に
莊
大
な
る
寺
院 

を
殘
し

.

た
る
の
み
、じ說
き
、货

W

の
菩
積
を
有
す
る
群
主
は
平
和
を
思
み
、隣
邦
及
び
服
邦
の
.友 

0
を
無
視
し

"

無
'

用
有
®
な

る

戰
端
を
開
ぎ
、遂
に
國
家
の
前
癒
を
も
過

.

る
‘
に
至
る

.こ
ビ

な
し
'、J

g
g
a
g
w
w
a
g
g
a
w
B
S
s
a
i
B
P
i
g
w
a
B
B
H
i
w
i
o
M
i
i
i
i
w
W

謂
ふ
可
ら
す
云
々

.
'

の
a

,

由
.

に
據
り
て
之
を
否
定
せ
ん
ビ
せ

.

然
れ
ど
も
誰
か
知

.

ら
ん
や
、

c
s
’a
r
.

 

A
l
e
x
a
n
d
e
r

が
其
互
額
の
贈

.

與
央
費
，を
行

‘S

た
る
は
彼
等

&

身
の
金
値
よ

&

爲
せ
る
.に
非
す
し 

て
敵
よ
り
の
戦
利
品
よ
ク
ま
出
し
れ

.

る

.
もの
な
、るを
、是
れ
こ
裳
じ
极
失
を

.

も

释

厄

を

'も
藤 

す
の
虞
な
き
寬
裕
厚
施
ら
す
や
。之
に
反
し
周
到
な

.

る
注
意
も
以
て

.

货
®

を
菩
掛
す
る

' 

こ 

ビ
な
く
又

.

縱
命
之
.を
取
得
す
る
も
節
度
な
き
消
費
を
行
へ
る
君
主
は
直
ち
に
放
肆
な
る
恩
賞 

施
物
に
因
も
て
因
廣
災
禍
の
淵
に
陷
る
可
し

d
 S

o
l
o
m
o
n

王
の
場
合
は
即
ち
是
れ
な
然
れ
ぱ

a

 

が
人
民
を
抑

®

す
る
こ
ビ
な
く
し
て
、然
も
其
所

.

倾
.

を
維
持
し
其
權
利
を
擁
識
し
自
ら
.貧
與
侮 

蔑
、情
惡
、危
險
の

®

中
に
投
す
る
を
觅
れ
レ
め
ん
だ
欲
せ
ぱ
須
く
先
.づ
財
貨
を
菩
徵
せ
ざ
る
を 

得
ざ
る
な

-

^

。纖
莫
普
通
の
課
税
に
依
&
て
收
受
し
得
可
き
範
圍
以
上
金
鎭
を
取
得
す
る
の 

必
要
わ
る
場
合
に
は
人
民
は

1
.

般
の
協
賛
に
曲

A

て
許
容
し
た
る
以
外
の
金
額
を
納
付
す
る 

を
喜
ぶ
も
の
に
お
ら
ざ
れ
ぱ
其
憎
惡
を
避
く
る
が
爲
め
に
常
に
平
等
な
る
手
段
據
も
て
行 

は
る
可
き
も
の
な
，

而
し
て
灘
院
政
治
は

.

實
R

貴
族
の

.

觸
慢
，、を

.

抑
制
し
、庶
民
の
，傷
書
を
救
濟 

し
、君
主
を
し
て
不
倡
の
態
虎
を
以
て
雨
：者
に
對
せ
し
め
君

1

1

^

を
し
て

'
S

観

1

政

せ

レ

む

.可
き 

絕
好
の

'

乎
段
た
る

‘

な
云
々
ポ
两
寄
ま
：六
十
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六
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第十二號

 

七へ

果
し
て
然
ら
ぱ

1

國
の
君
主
は
年
々
肩
干
の

.
財
货
を
会
宜
に

0

0

し
得
可
き
や
。：

^

1
P

壞
の 

は

！  

I 

る
竊
易
な
る
力
如
し
人
は
或
る
君
丰
に
し
て

#

年
二
.
西
蔣

g

K

入
も
i

、
 

i

び
し
て
之
に

#

す
る
歳
出
は
傻
に

J

 

f
H

萬
に
過
ぎ
す
ご
せ
ぱ
彼
は
他
め

1

W

路
を
善

積

し

H
す
 

ざ
る
の
理
な
し
ビ
謂
は
ん
か
、な
れ
と
も
斯
く
の
如
き
は
秘
人
に
對
し
て
稱
し
得
可
き
こ
ご

こ

0

y

し

な

し
て
、

1

•
國
の
君
主
に
就
き
て
考
ふ
る
時
は
更

.

に
：S

料
す
可
き
他
の
事
恼
存

す

る

な

，

れ
ぱ
國
王
の
收
入

f

f

.
る

大

な

ふ

も

然

も

國

家

の

利

.得

大

な

&

すマ

J

せ
ぱ
合
宜
に

.

年

々

.
ホ
t

 

ら
る
可
き
金
銀
の
割
合
も
亦
是

K

由
.

C

^

て
限
定
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
れ
ぱ
な

.C
S、

而
し
て

W

家 

の
ホ
得
は
：
^

ら
外
®

資
易
に
依

.C
V

て

成

立

す

可

き

も

の

な

る

が

放

に

、そ
は
.又
旋
て
每
ギ
ぃ
べ

r

€ 

せ
ら
る
可
き
君
主
の
货
财
を
限
定
す
る

こ

ビ‘ビ
爲
る
な
☆
。然
れ
ぱ
多
额

.

の
：
^

取

を

菩

糧

せ

ん
 

ご

欲

す

る

，
國

王

は

，

Q

ら
ゆ
る
良
法
を
離
じ
て
其
外
國
資
易
を
維
持
し

®

張
す
る
に
鼓
め
ざ
る 

可
ら
す
、是
れ
當
れ
彼
自
身
の
目
的
に
彼
を
導
く
可
き
唯

I

の
方
法
た

.

る
.

の
み
な
ら
す
又
以
.て 

お
人
民
を
赏
裕
な
ら
し
め
更
に
.其
利
盤
を
き
進
す
可
き

も

の
，た
.

か
即
V

君
主
の
强
大
は
ギ
金 

W

に
財
货
充
實
せ
る
の

1

事
の
み
な
ら
す
、富
裕
に
し
て
且
ウ
忠
順
な
る

'
5
1

K

を
衆
く
ゼ
す
る 

K

因
ム
.て
別
度
せ
ら
る

A

.も
の
.

な
れ
.

ぱ
.な
A

然
る
に
.

吾
人
は
..兹
に

，

r

の

反

‘
料

論
，
-

に

綠

ポ

す

、
併

大
利
諸
邦
及
び
低
、陸
聯
邦
の
如
き
土
地
狹

ぐ
'
.し
て
然
も
強
大
な
る
君
主
、の
腕
倾
，

境
を

.接
、せ
 

る
も
の
が
其
人
民
に
.對
し
て
非
常
の
課
桃
を
行

ひ
、
是
k

山
-

も
て
年
々

E

額
の
收
入
を
取
得
し 

以
て
外
國
の
侵
入
に
侧
ふ

&

の
己
む
な
き
境

®

に
，在

-

な
が
&
、彼
等
は
さ
ま
で
多
額
の
外
國 

'

貿

易

せ

す

、
從

，
ウ

て

其

，利

.

®

は
.

彼
等
自
身
め

.

經
：費
の
外
に
年

.

々
鹏
出
す
る
高
の
，

I

年
を
も 

貯
蔵
す
る
に
足
ら
す
マ

」

做
す
も
の
是
な
久
遮
莫
此
場
合
に
於
て
も
亦
彼
等
が
金
銀
貯
蔵
の
限

た
る
も
の
は

等
し
く
其
外
國
貿
為
れ
ら

ざ
る
を

得
す
、
縱

命
そ
は
其
银
年
の

高
に
於
て

大
な 

ら
す
ご
す
る

も

久
し
ぐ
持
®
せ
ら
れ
た
る
平
和
の

期
間
に

.於
，て
之
が

管
理
；
良
し
き
を
得
て

充 

分
の
利
盤
を
舉
げ
得
た

る
の

事
.

實
に
據
も
互
額

Q

金
銀
を
蓄

«

し
、長

く

其

國

を

防

倘

し

，，干
，.戈 

を

止

む
る
の

力

を
有
す
る

.
な

-
.
.
.
。
加
之

斯
く
て

麟

出
し

得
れ
る

金
額
は
®
俾

1

牺
し
て
藏
せ 

ら

る‘、

に
あ
ら
す
し
て
、其
歲
入
の
大
部
分
は
初
め

.

之
を
徵
收
し
.
る
人
ほ
に
對
し
て
不
斷
に 

支
拂
は
れ

、以

て
等
し
く
彼
等
を
富
强
な
ら
し
む
る
が
爲
め
に
必
要

有
利
な
る

他
の
方
法
を

離 

じ
つ

>
,

0

る
な

..，。戰

艦
及
び
其
附
厕
品
，の
製
造
、

e

疊
の
建
設

修
築
、
飢
傅
の
際

に
俯

ふ
可
き
穀 

物
の
貯

藏
、银

.行

，の

建
設

、海

陸
取
人

軍
辟
の
支

船
、倉
庫
の
充

W

、®

需
品

の•貯

藏

等

，
'是

な
て 

此
a

の
施
設
に

據

て
彼
等
は
國
外
ょ
-̂
畏
敬
せ
ら
れ
國
內
に
愛
慕

せ
ら
る

/
^
を
得
る
：

な
と

热
九
卷

(
一
四
一

冗)

論

眺
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都
十
二
 

m

 

A

O

而
し
て
年
ダ
の
負
擔
を
諫
せ
ら
れ

P

 

A

お
る
-

人
民
の
平
に
成
れ
：，る
ま
料
品
及
び
纖
造
品
に

^

 

り
て
出
來
得
る
服

&

.

之
を
行
は
ん

t

注

意

す

る

，；場

合

に

於

て.
膽
に
其
然
る

.

を
見
る
な
り
。此

i

,

 

に
於
て
君
主
は
苑
も
人
體
に
於
け
る

H

職
の
如
し

。

W

 

W

に
し
て
消

’

化
を
撥
し
身
體
の
他
の
'部 

分
に
營
養
を
分
配
す
る
こ
ご
を
ル
め
ば
，

M

ち
に
身
體
の
他
の
部
分
を
壞
敗
す
を
の
み
な
ら
す 

0

 

&

を
も
衰
減
せ
し
，

^

る
に
至
る

.

可
し
。斯
く
て

M
u
n

は
又
糧
食
取
需
等
の
必
須
品
の
形
傭
に 

於
て
富
を
菩
摄
し
速
に
之
が
必
要
に
®
じ
得
可
き
途
を
講
す
る
は
決
し
て
金
銀
の

グ

ご
.

れ
R

劣 

る
可
さ
も
の
に
ら
す
ど
做
し
、貨
物
を
購
入
す
可
き
貨
胳
を
有
せ
ざ
る
も
の

S

等
し
く
、サー

r

必 

要
.

に
際
し
て
購
入
す
可
き

®

物
を
存
す
る
こ
ビ
能
は
ざ
る

1

國
の
君
主
は
之
を
貧
游
ビ
稱
せ 

ざ
る
を
得
す

V
J

謂
へ
义
同
書
百
六
十
七

I

七
十
五
頁

)

。

十

！！  

、

.

M
u

n

は
是
に
與
び
吾
人
が

M

に
紹
介
し
た
る
自
：然
的
及
び
人
爲
的
の
富
ょ

-=
N

生
す
可
き
影 

響
を
研
究
し
、

き
土

 

♦耳
古
大
利
の
對
照
を
避
け
、近
ぐ
大
不
列
，

g

及

び

低

陛

聯

邦

，
の
，
實

例

R

 

就
き
て
説
明
を
試
み
、自
然
的
富
は
常
に
準
備
せ
ら
れ
：て
確
實
な
る
も
の
な
る
が

#

;

に
V

®
も
高 

贵
に
し
て
且
ゥ

‘

有
利
な
る

.
‘

も
' 

の
な
る
が
、之
が
爲
め
に

.

又
人
民
を
し
て
輕
忽

125 .

つ
個
敝
な
ら
し

め

*

節

制

の

a

を

養

，
ふ

の

央

る
も
、人
⑥

的

の

富

は

人

を

し

て

其

注

意

を

周

到

な

ら

し

め

學
 

辟
藝
術
及
び
银
略
の
必
要
を
.感
せ

L 

0

る
な
，

-

^
 
£

說
き
、吾

が

英

國

は

已

.に

前

辦

を享
有
す

る 

.

こ

ご

豊

播

に

し

て

後

者k

對
す
る
資
格
亦
.充
孙
な

る

を

以
“

て、吾
人
の
努
力
に
據

A

て
A

兩
蔣 

.を
良
く

結

合
し

#

が

放
持

な

6
懒
情
安
逸

0

.俗
を

驚
化
し
-

以
て

大

不
测
爾

e

光
郷
を
更
に

嚴 

維
せ
ん

‘

こ
ビ
'

を
望
む
も
の
な

-

^

じ
言
明
せ
义
同
書

W

七
千
‘五

I

 

ニ
百
'
P

八
®
。

一

彼
は
旣
に
ー
國
に
於
け
る
外
國

貿
易
の
楚
額
が

.其

金
.叙
の
眞
の

支
配
者
ね

る
こ

す
を
條

蕴

 

な

く

證

し

盡

せ

&
ぱ

何
人
の

手

化
由
☆

て

如

何

な

る

方

法

を

以

て

斷

え

.
^
此

資

易

の
 

K
T

衡
を
記

錄
し

國
家

を
し
て

其
資
易

.

上
.に

於
け

る
地
位
の
消
長
を
知
ら
し
む
可
き
や
を
明
か 

R

し
て
彼
は
其
論
を
結
ば
ん

ブ
レ

す
。桃
關
道
は
國
外
に
輸
出
：

せ
ら

れ
國
內
に
輸
入

せ
ら
i

マ
ね
る 

ぁ
&
ゆ
る

货
物

•の

帳
簿
を

有
す
る
，が
故
に
此
目
的
の
爲
め
に

使
用

せ
ら
る
可
き
唯

J

の
.

S

任 

者

な
ク

。m
ょ

.
.

彼
等

ざ

雖
も
國
家

の
內
外

R

於

て
職

入

せ
&
れ

.た
る

他
A

の
货
物
に

就
き
て 

其
費
用
及
び

i

を

.
1

々
精
確
£

錄
す
る
こ

S

は
ざ
る
：

可

き

も
、然
も

S

表
を
S

ご
 

あ
す
時
は
稍
や
完
を
近
き
計
算
を
行
ふ
こ
ピ
を
得
！

^

じ
。而
し
て
這
，般
の
計
算
を

.

行
ふ
^

 

t
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-
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ゾ
つ
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に
輸
出
品
に

斜
し
て
は

之
が
原
盤
に

加
ふ
る
に
當
地
に

於
け

る
課
金
、船
臂
、

盤
プ
あ
へ

}
に
丄

/

脇
眺
ト
マ
ス
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八)

保
臉
料
及
び
商
人
の 

る
，

A

 

£

な

さ
海
廣
物 

に
容
思
に
其
輸
出
價 

、/し
評
價
せ
ら
れ
居
.る 

貨
幣
も
亦
總
て
之 

關
税
簿
は
單
に
吾
人

偷

眺

ト

I 

ス®
y

ン
と
其
の
時
代

 

-幣十
二
雜

：
‘ 

<

 
ニ

利

潤
等

ょ

も

成
る
ニ
割
五
步
を
以
て
せ
ざ
る
可
ら
す
。輸
出
桃
を
課
せ
ら 

に
就
き
て
は
其
消
長
に
關
し
精
細
な
る
觀

g

行
は
れ
つ
、
わ
る
が
爲
め 

格
を
估
料
す
る
こ
ど
を
得
可

r
-̂
、

目
下
同
货
物
の
'輸
出
年
額
は
十
四
蔣
繊 

な

义
其

他

細
許
に
據

b

て
資
爲
の
目
的
の
爲
め
に
海
外
に
輸
送
せ
ら
る 

を
輸
出
中
に
加
へ
ざ
る
を
得

す
。

第
ニ
に
外
國
貨
物
の
輸
入
就
き
て
は 

に
其
分
量
を
敎
ゆ
る
に
過
ぎ
す
、

S

ち
當
地
に
於
け
る
商
人
の
利

潤
、

保
臉 

料
、船
货
、課
桃
等
は
著
し
く
其
價
格
を
墙
大
せ
し
む
る
も
然
も
之
れ
吾
人
の
間
に
於
け
る
交
換 

に
過
ぎ
す
し
で
、毫
も
外
國
人
の
關
與

.

せ
ざ
る
も
の
な
る
，が
故
に
吾
が
输
入
品
は
，當
地
に
於
て 

估

價

せ
ら
る

、

高

ょ

タ

も

平
，

.
1
1

割
.五
步
方

低

く

評
價
せ
ざ
る
可
ら

す
。

第
二
！に
外
國
人
に

依 

其
船
舶
を
以
て
輪
出
若
し
く
は
輸
入
せ
ら
れ
お
る
貨
物
は
總
て
其
儘
估

.

料
せ
ざ
る
を
得
す
。
 

何
ご
な
れ
ぱ
彼

‘

等
が
，吾

が

國
ょ
輸
出
し
た
る
貨
物
に
對
し
て
は
吾
人
は
單
に
其
原
費
ピ
輸 

出
.

税
ビ
を
享
受
せ
る
に
.過
ぎ

す
、

彼
等
が
輸
入
し
れ
る
も
の
に
，對
レ
て
は
僅

k

關
税
輸
入
品
桃 

a

他

些
細

な

る

.
課
金
を
控

條

し

、

其
當
地
に
於
て
布
す
る
價
格
マ
し
等
し
く
之
を
估
惯
せ
ざ
る
可 

ら

や

"第
四

に

普

が

船

.

®
が
往

.极
の
，

海
.
.上

.に

於
.て

$
.
6
.セ

る

大

根

‘
®

の
，
.僧

値

就

き

て

は
之
を

J
;

:

は
：M

口 

'.

が

.
释
ほ

W

I
は

が

輸

入

i
R
加
A

ざ.

す

%
t

等

吾

が

國

王
が
自
國
品
を
以
て

K 

®
膝
を
給
養
す
る
こ

ご

能
は
ざ
る
地
域
に
於
て
戰
爭

を
繼
績
す
る

が 

爲
め
に
爲
替
を
以
て
巨
银
の
货
数
を
送
附
す
る
時
は
吾
人
は

之

：
を
吾
が
；輸
出
額

ょ

ぅ
楚
引
く 

か
X

は
輸
入
額
添
加
せ
ざ
る
を
得
す
。面
し
て
又
僧
侶
：及
び
ジ
？
シ
ユ

ィ
ト
派
に
屬
す

る
ざ
の 

平に/

て
吾
が
國
民
中
國
敎
じ
從
は
ざ
る
者
ょ
ム
年
々
徵
牧
せ
ら
れ
秘
密
に
海
外
に
け 

る
其
學
房
、修
道
院
及
び
用
陀
に
送
附
せ
ら
れ
て
毫
も
香
れ
に
酬
ひ
ら
る

〜

所
な
き
多
額
の
金 

銀
れ
る
こ
ご
を

®

る
可
ら
す

•

其
，他
耽
關
吏
の
報

#

す
る
能
.は
ざ
る
も
の
に
し
す
資
器
の
差
額 

に
影
‘

響
を
.

及
ぱ
す
可
き
與
宋
な
る
事
ま
を
擧
ぐ
れ
ぱ
旅
客
：の
費
用
、大
使
及
び
外
人
に
對
す
る 

赠
與
、貴
重
品
の
密
輸
入
及
び
當
地
に
於
て
兩
替
、貸

.

金
：保
.臉

等

の

業

務

を

經

營

せ

る

外

人

の

利 

潤
等
な
れ
と
も
、彼
等
外
人
が
當
地
に
於
け
る
渡
世
の
費

.

用
.
.

.
V

控
除
せ
ぱ
極
め
て
些
細
の
額
ミ 

爲
る
可
 

< 

加
之
、外
國
に
於
け
る

.

吾
.

が
.

國
人
も
亦
：同

1

の
利
餘
を
变
く
可
き
を
以
て
全
然
兩
き 

を
湘
殺
す
る

.

，を
得

.

可
し
云
々
同
書
ニ
百

0

八
I

十
七
W

)

。：

-
.

斯
く
て
彼
は

卷

来
に
於
て

：

以
'

上
.

の：，所

論

を
總
括
し
た
る
後
、

金
.銀
轉
み
國
贸
易
の
差
額
如
何 

に
'

因
-C

V

お

&

ゆ
る

障
害
を
徘
除
し
；て‘成
は
國

ほ
に

入

浓

々

或

，は

國

外

R

逸

出

.
す可

し

。
其也
の

報
九
翁

(

1

5
九)

'能

マス
® y

ンと其の時代

:

盤
十
二
號

八
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，第
九
卷

(
l
l
m
o
)

偏

魏

ト

ス

o

マンと

4
4

の骑代
 

鶴十二號

 

八四

手
段
に
據
る
も
亦

1

時
國
ほ

R

貴
#

を
流
入
せ
し
め
得
る
が
如
：ぐ
な
れ

.

と
も
、斯
く
の

'

如
き
は
：
 

結
M

何
等
の
，效
果
な
き
の
み
な
ら
す
邦
つ

-

て
齋
4

^

な
る
も

0

な
：\
彼
綠
は
拖
も
强
暴
な
る
洪 

水
の
如
く
河

.
'

岸
を
超
ね
て
横
温
し
族
る
も
、纏
て
其
去
る
や

0
び
酒
渴
し
盡
し
て
其

1

滴
を
も 

踐
さ
ざ
る
に
至
る
可
し
ざ

' 

說
き
、外
國
實
易
の
實
體
及
び
眞
價
を

.

述
ベ
て

T
h
e

 

g
r
e
a
t

 

R
e
v
e
n
u
e

 

o
f

 

t
h
e

 

K
i
n
g
,

 

T
h
e

 

h
o
n
o
u
f

 

o
f

 

t
h
e

 

K
i
n
g
d
o
m
,

 
T
h
e

 

N
o
b
i
e

 

p
r
o
f
e
s
s
i
o
n

 

o
f

 

t
h
e

 

M
e
r
c
h
a
n
t
,

 

T
3
i

ひ 

s
c
h
o
o
l

 

o
r ou

r

 

A
r
t
s
'

 

r
h
e

 

s
u
p
p
l
y

 

O
I
,

 

o
t
l
r
‘
w
a
i
l
t
s
.

 

T
h
e

 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

o
t
.

 

o
l
i
f

 

努O
f
,

 

X
h
6

 

i
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t

 

o
f

 

o
u
r

 

E
a
n
d
s
,

 

T
h
e

 

I
s
f
u
r
ĉ
e
r
y

 

o
f

 

o
u
r

 

M
a
r
i
n
e
r
s
,

 

T
h
e

 

w
a
l
l
s

 

o
f

 

t
h
e

 

K
i
n
g
d
o
i
/

 

H
h
e

 

m
e
a
n
^

 

o

f
 o

u
r

 

T
r
e
a
s
u
r
e

マ T
h
e

 

S
i
i
i
n
e
v
v
s

 

o
f

 

o
u
r

 

w
a
r

め，
 

T
h
e

 

t
e
r
r
o
r

 

o
f

 

o
u
r

 

E
n
e
m
i
e
s

 

ノ
レ
爲
し
、而
し
て
國
家
は
，自

E

•

に
取
»

9

て
買
献
す

る

所
大
，な
る
も

§

 

を
擁
護
す
る
を
以
て
其
第

1

義
ビ
爲
す
を
以

て
、
統
治
の
道
良
し
き
を
得
れ
る
國
家
は
®
に
其 

政
策
を
以
て
資
易
を
潘
進
：

^

し
め
ん
マ

J
'

す
る
の

' 

み
な
&

す
其
實
力
を
以
て
國
外
の
傷
害
ょ

A

 

之
を
保
談
せ
ん
ご
努
む
る
な

-=
M
K

々9

し
論
結
せ
筒
書

， 1
1

百十七
——

一

一十寅

)

。，

此
W

の
出
版
者
た
る
偷
敦
ポ

o
y
a
l

 

E
x
c
h
a
n
g
e

商

g
z
.

の
書
肆

T
h
o
m
a
s

 

C
l
a
r
k

は
此
書
の
奥
に 

.
M
a
l
y
n
e
s
.
(

此

I
s
i
.

に
.
.
は
 

S
/
I
u
l
e
i
i
s

 

.

.，
ご

敏

、
る
®
.
; I

V
T
u
n

 

は

多 
<

.

M
a
l
i
n
e
s

 

V」

.綴
れ 
5

。
)

の
：

C
o
n
s
u
e
.
t
u
d
o

 

v
e
l
.

 

L
e
x

3ercatoria 

を
曾
 V 」

.し
て
 

H
V
P
^
O
B 

の Tlie
m
l
r
r
o
l
v

 

V C
O
I
H
n
s

 

0

 A
jxx

 

K
n
t
r
o
d
c
c
t
i
o
n

 

. 

t

o
 

I
v
x
e
r
c
i
i
j
a
r
t
t
s
,

ンc
c
o

m
p

ts
.,  

H
lis

t

の

A
lh

it
h

a
la

m
ie

其
他
諸
書
の
廣
告
を
附
せ
以
て
當
時
商
業
及
び
會
計
に
闕 

す

る

書

籍

の出
版

觸

ん
.
な
ク
し
を

.知
る
可
し
。
 

-

•
M

u
n

の
雨
著
は
第
十
七
世
.紀
前
半
に
於
け
る

最
も

進
步

せ
る

)

I

力

ン
チ
タ
；ス
ト
の
，

',立，
脚 

地
を
表
明
す
る
ビ
典
に
、彼
の
時
代
に
於
け
る

〕

，般
經
濟
思
想
界
め
狀
態
を
物
語
る
も
の

な 

彼

以
後
に
於
て

柬
印
度
資

易
，̂
中
心

ご
し
て

喚
起
せ
ら
れ
れ
る
幾
,
の
論
爭

R
,關
し
て
は
、

吾
，
 

人
は
寧
ろ
後
日
を
斯
し

S
ir

 

J
o

s
ia

h

 

C
h

ild

を
主
體

V
J

し
て
研
究
す
る
の
至
當
な
る
を
覺
ゆ
。

(

各)

,(
1

九

I

五
年
七
月
起
稿

)

.(

附

5

提
園
經
掷
學
成
立
史
上
！！
於
け

.る
M

§
の
地
位
に
耽
さ
て
は
福
田
傅
出

n
‘ 

Iム
の
域 

濟set

說』
(

經
獨

.諭
0 

0 

ニ
號)

に脇眺せられれるもの

め•3T' 。

倚ほ同博士

‘は其

1T4- 

 ̂

\

紀じ於ける和摄經獨學說

』

に於て彼の時代

L
i

於
け
る
典
國
と
、同

！

時
代
に
を
け
る
日 

本
及
び
和
蘭
と
其
.經
濟
學
耽
上
ぶ
り
對
照
せ
ら
れ
た
リ

(

三
旧
舉
愈
雜
誌
鶴
八
盤
第
八
總 

讀
き
賺
君
の
缀
考

>
乞
ふ
。以上
同
博
士
の
霉
赏
ず
可
さ
諭
次
の
外

#

が
經
濟
學
者
の
研
究 

に
し
て

M

s
に
及
ベ
る
も
ゆ

，#
人

寡

讚、朱
だ
之
，

^
見
ず、

.鼓Li 

S

用
す
る
こ
と
能
は
ざ
る

か 

遺
憾
と
す
。

(

ナ

一,

月
十
五
：

n)

、\

银
九
翁

〈

S
.
1
ニ

第
十'
ニ
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八
五

i
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